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研究成果の概要： 

 

東アジア圏の歌垣における歌唱システムを明らかにするために、現在もその形態が残存して
いる東北秋田の「掛唄」行事、南島奄美の「八月歌」行事、さらに中国西南地域の歌垣行事を
現地調査し、東アジア文化の中の歌垣の基礎的な状況を理解した。そこから発見された歌のシ
ステムとは「歌の流れ」であり、それは男女の出逢いから別離までのテーマによる歌の展開で
ある。そこに生み出された歌は一定の物語性を形成しつつ、伝統歌詞として伝承されていくこ
とが明らかとなった。 
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１．研究開始当初の背景 

 
歌垣における対面歌唱システムの研究は、

従来行われることなく、それゆえに歌の発生
史的研究は、大まかな推論が中心となり、具
体的な歌唱のシステムは明らかになること
がなかった。ここにいう対面歌唱システムと
は、民族の祭祀や労働あるいは社交集会の場
の中に、二人あるいはそれ以上の集団が対面
して歌唱する形が存在し、その対面歌唱の複

雑な方法を構成しているシステムのことで
ある。一定の定義を求めるならば「ある共通
する場において二人ないしは複数の集団が
相手と伝統歌詞あるいは即興歌詞によって
歌を歌い継ぐシステム」ということになる。  
このような対面歌唱システムは日本古代

に留まらず広く世界に分布するものであり、
東アジア圏においては日本東北地方から南
島、そして中国西南地域に顕著に見られる。 
古代日本においても各地に歌垣行事の痕
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跡が認められ、歌垣に関する民俗学からの研
究が多くなされて来た。今後は、そうした民
俗行事の研究から、そこに生成した歌々を通
して対面歌唱システムを明らかにする研究
が求められるであろう。 
 
 
 

２．研究の目的 
 

本研究の主目的は、東アジア圏に形成され
た歌垣と、歌垣における歌唱システムを、現
地調査を含めて明らかにすることにある。 

歌垣は、照葉樹林文化圏に現れる古代文化
として把握されて来たが、その具体的展開と
しての歌の生成や歌のシステムについては
研究が行われて来なかった。ことに歌垣にお
いて歌はどのように唱われるのか、そこには
どのような歌唱システムが存在するのか、そ
れらの問題を日本列島および中国少数民族
の事例を取り上げて明らかにするのが目的
である。 

 
 
 
３．研究の方法 
 
東アジア圏において集団的に対面して歌

を歌唱する折に、一定の歌唱システムが存在
することを明らかにするために、以下の三点
に焦点を絞る。 

（１）日本古代文献に見る歌唱システム 
（２）日本に残存する対面歌唱システム 
（３）中国少数民族の対面歌唱システム 
 
（１）においては、『古事記』『日本書紀』

『風土記』『万葉集』を中心とした古代文献
に見られる歌垣や歌掛けの記述および歌表
現から、古代日本の歌唱システムを明らかに
する。 
（２）においては、現在もおこなわれてい

る「秋田県金澤八幡宮伝統掛唄」および「奄
美の八月歌」の調査をおこない、その事例か
ら日本に残存する対面歌唱システムを明ら
かにする。 

（３）においては、中国貴州省南部侗族の
「大歌」および「行歌坐夜」の調査をおこな
い、その事例から、中国少数民族の対面歌唱
システムを明らかにする。 

これらの事例に見られる現代に残る歌掛
けの展開と、古代文献にみられる歌掛けのあ
りさまを対照しつつ、東アジア圏の歌垣にお
ける基層文化を捉え、その歌唱システムの形
成を考察する。 

 
 
 

４．研究成果 
 
本研究の大きな成果は、歌掛けにおける歌

のシステムに関する発見である。日本列島に
展開した歌垣は、７世紀から８世紀の文字文
献から知られるが、資料的限界があって明ら
かにすることは困難であった。しかし、古代
日本に『万葉集』が成立し、その多くが恋歌
であることの理由は、恋歌を生み出した文化
的エネルギーに歌垣という民俗的行事が存
在したのではないかという仮説が立てられ
る。その仮説を証明するためにも、現在に遺
されている歌垣に類似する事例を日本列島
や中国大陸に求めることであった。 
歌垣という行事は、今日の辞書などにさま

ざま説明されているが、その内容は表面的で
あり、かつ必ずしも正しい説明とは思われな
い。そのような欠点が認められるのは、文化
人類学の成果のみを踏まえたことによるも
のであり、文化人類学の報告段階では行事の
実態性が重んじられたことによる。また、文
学的研究においても日本古代の文献と民俗
行事に頼ることで、その限界から抜け出るこ
とが出来なかったのである。その結果として
「歌垣」とは、一つに男女の性的開放、二つ
に農耕儀礼というところにあり、それが今日
に流通している理解となったのである。 
しかし、この歌垣という行事を研究する上

で欠かすことの出来ない要素は、歌垣で歌わ
れる歌の内容であり、歌唱のシステムにある。
このことに注目する歌垣研究が行われなか
ったために、その理解に誤解が生じたのだと
思われる。 
歌垣には幾つもの種類があり、それは、大

の歌垣と小の歌垣に分類出来る。小の歌垣は
多くは労働や市場あるいは遊楽の場で行わ
れる。場や時間に制約があり、臨時的なもの
であるから、社交性の強い歌垣である。それ
ゆえ恋を成就させるよりも労働を癒し、出逢
いを楽しむところに目的があり、労働の場で
はエロチックな内容が強く入り込む。大の歌
垣は年に２回程度の大きな歌垣であり、本格
的な歌垣である。こうした歌垣の種類を理解
することが重要であり、歌垣を一律に捉える
べきではないのである。このことは歌垣に歌
われる歌の性質をも左右する問題だからで
ある。 
また、大の歌垣にも①神を楽しませる恋歌、

②喉自慢の恋歌、③社交的な恋歌、④恋人を
求める恋歌などの種類がある。これらが歌垣
の性質を明らかにするものであり、従来の歌
垣理解は④のみを対象としていたのである。
その④が歌垣のもっとも中心となる歌の場
であるからであるが、④においても歌のシス
テムがあり、それを理解していなければ歌の
場に参加することは不可能である。そのシス
テムとは「歌の流れ」のことであり、男女が



 

 

出逢いから別離までのテーマによる歌のシ
ステムが存在するということである。これを
中国では「歌路」と呼ぶ。この歌路というシ
ステムは、相手・時間・場・聞き手・雰囲気・
歌手の気分などによりさまざまに変化する
ものであり、常に臨機応変の対応が迫られる。
この条件の中で恋歌が展開することから、そ
こに生み出された歌は一回性のテキストと
して成立するものであり、しかも男女の出逢
いから別れまでの、一定の物語性を形成する
ことになる。 

日本古代に成立した『万葉集』を見ると、
ここに明らかにされた恋歌の流れがさまざ
まに展開していることが知られる。恋の歌は
恋歌の流れとして、旅の歌は旅の歌流れとし
て、宴席の歌は宴の歌流れとして、季節の歌
は季節の歌流れとして歌われていたことが
知られる。作者未詳の多くの歌々も、この歌
の流れとして復元することが可能なのであ
る。 

歌垣のこのような性質を明らかにするこ
とから、次に問題となるのは歌垣の歌が形成
した日本文化の形成についてである。百済か
ら受け入れた漢字や儒教の経典を通して日
本は東アジアの文化・学問を受け入れ、日本
の文化形成を果たして来た。そのような中で
奈良時代末から始まる「歌学」という学問は、
続いて平安・鎌倉・江戸の各時代を通して展
開した。鎌倉五山の文学研究に刺激を受けた
日本僧たちは、『万葉集』の訓詁注釈を始め
ることで、江戸の国学を生み出した。国学の
大家たちもこの流れにある。本居宣長の学問
も賀茂真淵の教えを受けて和歌への関心の
中から形成されたのであり、その根本文献は
『古事記』とともに『万葉集』にあった。 

このような国学の学問を支えた歌学は、
日本が根幹とした学問の伝統であったので
ある。それは古代の歌垣に出発した歌の歴史
の上に成立した学問であり、『万葉集』へと
回帰することで国学の成立があった。こうし
た歌学を中心とする日本文化研究を、改めて
「日本学」と呼ぶことが可能ではないか。日
本のさまざまな文化形態を分析すると、その
背後に和歌の伝統があり、また『万葉集』の
伝統へと至り着くのである。本研究における
歌垣研究は、日本学が形成される一つの道の
りを明らかにすることであり、ここに大きな
課題が残されているといえる。 
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